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研究成果の概要（和文）：本研究は，言語学者個人の研究活動を支援する言語ドキュメンテーション活動向けデ
ジタル環境構築の一環として，言語資料向けデータ形式の策定と，文書型DBを導入した環境構築を目標とした4
年計画の活動である．研究成果として，コロナ禍による世界の変化に対応した新たな価値観の誕生を目撃し，す
なわち新しい研究目標の発見(ICOM-CIDOC2023で発表)と，これまでの研究成果として得られLREC2022で発表した
データ形式(MDM)はこの新たな世界観にも通用することを確認した．

研究成果の概要（英文）：This study had aimed at establishing a digital environment to support 
personal research activities of language documentation especially with Document or Hierarchical 
Database system, e.g. MUMPS or MongoDB, or without RDB that has been a de facto database system, 
since we regard the RDB itself as a serious obstacle to realize a digital environment to support 
personal research activities of language researchers. As a result of this study, we have found that 
after the pandemic of Wuhan/China/New Corona-virus disease, targets of research communities around 
digitization activities such as Digital Libraries, Archives, Humanities, Museums, etc. changed 
rapidly and determinedly, i.e. all the activities will become the same that has not have the name 
but could be called Digital GLAM(or D-GLAM)． As one of the result of this study, a new data format 
MDM has been proposed at LREC 2022, and which
seems to be a useful data format even in coming new targets in D-GLAM communities.

研究分野：言語学，人文情報学，電子資料論

キーワード： 言語ドキュメンテーション　Digital Humanities　D-GLAM　ユカギール語　イテリメン語

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
言語学者個人の研究活動，とりわけ言語ドキュメンテーション活動を支援するデジタル環境を構築するためにこ
れまで取り組んできたことは，コロナ禍による社会や研究が目標とする価値観の大きな変化においても，意義が
失われていないだけでなく，今後の社会動向(とりわけGLAM, Digital GLAMにおいて)重要な知見・成果を持つも
のであったことが確認できた．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1. 研究開始当初の背景
言語ドキュメンテーション活動は，人文学研究にコンピュータ利用が浸透してきた時代の変化と共に，2000 年代

には研究活動中一貫して対象資料をコンピュータ上で扱うことが期待されてきた．ところが，そのようなデジタル環
境上で閉じたデータ管理を可能にする，言語研究者個人の研究活動を支えるシステムは提案されていない．現状は，
アーカイブやレポジトリという社会基盤 (システム)で利用されるデジタル環境が構築されるのみで，それらに提供さ
れる言語資料を作成する言語研究者個人の活動を支えるシステムは提案されて来なかった．言語研究者は，特定アプ
リケーションで作成されたファイルを単位としたデータ管理に留まっているのが現状である．まさにこの現状が「言
語ドキュメンテーション」といういち領域を言語学で確立させた背景にもなっている．本研究では，個人研究者の活
動を長期に支援するデジタル環境の構築を目指し，その中の一つの要素技術であるデータベースそのものの選択を課
題・解決すべき問題と捉えた．
データベース利用を歴史をみると，現在主流の関係型データベース (RDB) よりも，文書型データベース (文書型

DB)の方が開発された時期は古く，また共に現在まで現役で使い続けられてきたことから，使用年限も文書型 DBの
方が長い．例えば，文書型 DBのMUMPSは，1966年に開発されてから今日まで，病院のカルテなど文字を処理対
象とした場面で使われ続け，また世界規模のクレジットカード会社の基幹システムとしてはMUMPSの後継として
ある gtmが使われている．今日 DBの主流である RDBとこの文書型 DBを比べてみると，文書型 DBは RDBと比
べて， 1○柔軟にデータ構造が変更できること (schema-less)， 2○蓄積したデータを永く使えること (歴史上，RDBよ
りデータ寿命は長い)， 3○テキスト分析に長けている (RDBは数値処理が得意)，という特徴があり，言語資料を扱う
データベースとして RDBよりも相応しい特徴を備えている．但し，現在の DBの主流は RDBであり，文書型 DB

に関する情報は人文学のみならず世間一般にもその利用に関する情報は流通されていない．まして言語学については
皆無の状況である．

2. 研究の目的
本研究の目的は，既に医療情報データベースとして実績のある文書型 DBであるMUMPSを言語研究向けに導入

するために必要な性能評価と利用環境を開発することにある．言語研究者向けに文書型 DBを取り入れた言語ドキュ
メンテーション活動を支援するデジタル環境の構築に取り組む活動を知らないことから，本研究は，利用者，使用す
る技術，完成・運用される環境など，全てのの点で新たに検討を始めるという，実用を目的としながらも，基礎研究
の色濃い研究活動となる．

3. 研究の方法
本研究では以下の具体的な活動を計画している．

1. 言語ドキュメンテーションの実践
2. 動向調査
3. データ構造の検討・評価
4. デジタル環境選定の検討・評価
5. デジタル環境の構築
6. データベース利用のサポート環境作成ならびに利用案内資料の作成

1)言語ドキュメンテーション活動として，シベリア地方におけるフィールド調査と，そこで得られた言語資料をデ
ジタル環境上で整理する活動を実施する．また言語研究に相応しいデータベースの策定のため，言語ドキュメンテー
ションの実践活動からの要求に基づく性能評価を行う．2)同時に，作成された言語資料は共時的・通時的共有を目指
すものであることから国際的な研究コミュニティの動向調査は欠くことができない．規格化されたデータ形式であっ
ても，採用されなければ価値はなく，また大型プロジェクトであっても継続されなければ，それに合わせる意味はな
い．本研究は，業績リストの項目を増やすことを目的とするものではなく，実質的な成果として言語研究者個人の研
究活動を支援する成果を求めることから，国際動向に敏感であることが求められる．従って，頻繁かつ継続した動向
調査は欠かせない．
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これらの基礎活動を元に 3.データ構造・モデル評価，4.データベース環境評価，ならびに 5.その構築，さらには
6.完成したデータベースのサポート環境の整備とその利用を促す解説類資料の作成に取り組む．

4. 研究成果
3年計画の初年度 (2020年)に新型コロナウイルスによる活動自粛と海外渡航の禁止により，研究計画書あった内

容は大幅に変更せざるを得なかった．また当初の 3年計画を 1年延長，都合 4年間の研究活動となった．
言語ドキュメンテーション活動では，2020年から始まるコロナ禍による海外渡航禁止と，その後のロシアによるウ

クライナ戦争により，シベリア地方をフィールドとする本研究のフィールド調査は実施できなかった．代わりに，以
前の科研費事業で取り組んできたフィールドワークで得られている言語資料を，デジタル環境上で整理するドキュメ
ンテーション活動に取り組み，ユカギール語では補部節のアノテーションを充実，supineという動詞形式の用法とそ
の歴史的変化を記述，さらにはフォークロアテキストに形態分析と多言語訳 (英語，日本語)アノテーションを加えた
データを印刷物ならびに web上で公開した．イテリメン語では，統語情報のアノテーションを充実させ，FLEx上で
のデータ整理に取り組み，それらの成果論文は言語学で最も権威ある国際雑誌”Language”に採択・掲載された．
データ構造の検討・評価については，LREC2022 年でその概要と定義を発表，同時にその利便性を体感できる

Pythonモジュールを pipでインストールできる環境で公開した．LRECの発表論文は多いことから，発表論文への
評価は必ずしも体感できるものではないが，査読では極めて高い評価を受けた．
動向調査としては，副産物的ではあるが重要な知見として，オンライン会議は論文発表程度の情報しか得られない，

時間縛りのある非効率的な方式であること，一方で移動を伴う非効率的とされてきた対面会議では，発表に付帯する
情報共有が有効性であることが改めて確認された．これで，これまでの科研費事業で取り組んできた，発表すること
無しでも国際会議に参加し，情報収集するという取り組み・姿勢は正しかったことが確認できた．また，2022年に参
加した 3つの国際会議 (言語処理系の LREC2022，博物館学系の ICOM2022，G-GLAM系の DLF2022)の会議か
ら，日本国外，とりわけアメリカでは，コロナ禍においても研究活動やさらに社会活動は停滞することなく，むしろ
ある面では加速化していた現実を知ることになった．日本はただただ研究活動も含めて社会活動を停止させていた期
間に，言語ドキュメンテーション活動，広くは人文学の電子化活動は世界では進められていた．この領域でコロナ禍
前にすでに周回遅れにあった日本は，もう追いつきもできないほど欧米から取り残された事実を 2022年の動向調査
で知ることになった．この結果から，もはや日本における研究活動は，根本的な問から始める基礎研究から取り組み
直す研究を始めることでしかもはや欧米の研究には肩を並べることはできないと考えた．この反省による新たな研究
目標の設定は，本研究に続く科研費事業のテーマとなり，幸運にも，2024 年度から新規 3年計画で取り組むことに
なった．
策定したデータ構造と，国際動向調査の結果をもとに，文書型 DBを使う言語研究者個人の研究活動で使うデジタ

ル環境の策定・構築の取り組みについては，文書型 DBとしてMUMPSとMongoDBを対象に，その環境構築の実
態，特性，本事業の成果として策定したデータ構造の記述・入力方法の検討に取り組み，未発表ながら成果報告はで
きるまでのそれなりの情報はまとめられたが，先に記した 2022年での動向調査から，(1)もはや言語ドキュメンテー
ションという狭い領域だけで個人研究者のデジタル環境を策定できる時代ではなくなり，D-GLAMと呼ぶべき，よ
り広い視点での検討が必要であること，またそのようなより応用対象が広がったとしても，(2)LREC2022での提案
したデータ形式とその利用モデルの有効性は変わらないことも確認できた．従って，本研究の大きな成果は，(a)コ
ロナ禍による価値観の変化を動向調査から知り，(b)これまでの科研費事業や本研究で検討してきたデータ形式の成
果の有効性を発表・確認できたことである．
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